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(54)【発明の名称】 超音波画像診断装置

(57)【要約】
【課題】  計測部位の計測を容易に行え、計測画面とモ
ニタ画面とを切り替えて表示することができ、診断に要
する時間を少なくすることが可能な超音波画像診断装置
を提供する。
【解決手段】  超音波画像診断装置は、超音波探触子１
と、送受波回路２と、ＤＳＣ回路３と、出力信号切り替
え回路４と、画像収集回路５と、収集画像記録メモリ６
と、記録画像表示回路７と、モニタ８と、操作卓９と、
ＴＣＳ１０とを備え、記録画像表示回路７から送られる
信号をＴＣＳ１０に送信してモニタ８に表示される画像
と同じものをＴＣＳ１０に表示させる。ＴＣＳ１０の入
力操作は、操作卓９に送られ、画像収集回路５に送られ
る。これにより、モニタ８に表示される画像をＴＣＳ１
０上に表示させることが可能になる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波を送受波して医療情報を得るため
の複数の検査機能を備える超音波画像診断装置におい
て、
表示された画像及び文字を選択することで検査項目の入
力が可能な入力手段と、
医療情報に含まれる超音波画像を前記入力手段に表示可
能な画像表示手段とを備えることを特徴とする超音波画
像診断装置。
【請求項２】  超音波を送受波して医療情報を得るため
の複数の検査機能を備える超音波画像診断装置におい
て、
表示された画像及び文字を選択することで検査項目の入
力が可能な入力手段と、
医療情報に含まれる検査結果の計測値を前記入力手段に
表示可能な計測値表示手段とを備えることを特徴とする
超音波画像診断装置。
【請求項３】  前記計測値表示手段は、前記医療情報に
含まれる超音波画像を表示可能であることを特徴とする
請求項２記載の超音波画像診断装置。
【請求項４】  前記計測値表示手段は、
前記医療情報に含まれる超音波画像を任意の倍率で表示
可能な拡大表示手段と、
前記拡大された表示位置を変更可能な画像表示位置変更
手段とを備えることを特徴とする請求項２又は請求項３
記載の超音波画像診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波画像診断装置
に関し、特には検査機能を備えた超音波画像診断装置に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来において、被検体である患者体内組
織における関心領域の診察をする画像情報を得るため
に、その侵襲性の低さと操作の容易さから超音波画像診
断装置が広く用いられている。これらの超音波画像診断
装置に対しては、操作者である医師や臨床検査技師など
からは更なる利便性および操作性の向上が求められてい
る。
【０００３】これらの要求に対して、従来の超音波画像
診断装置においては様々な技術が適用されてきた。特に
近年における超音波画像診断装置の急速な普及に伴い、
医療現場において超音波画像診断が日常的に用いられる
ようになっている。特に超音波ドプラ計測法による血流
情報に基づいた診断手法は、ドプラ計測機能を備えた超
音波画像診断装置の普及に伴って急速に広まっている。
【０００４】また、このような超音波ドプラ計測法によ
る診断手法のひとつに、診断部位のＢモード像を表示し
て、このＢモードによる超音波断層画像上にて計測した
い位置を指定し、この指定した位置での心拍出量を計測
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する計測機能がある。
【０００５】この計測機能は所謂超音波エコー検査の一
つとして行われ、たとえば超音波画像診断装置の操作卓
に備わるＴＣＳ（Ｔｏｕｃｈ  Ｃｏｍｍａｎｄ  Ｓｃｒ
ｅｅｎ）の表示パネルを介して検査機能の選択が行われ
る。このＴＣＳには検査機能をメニューとして操作者が
選択可能に表示しており、ＴＣＳメニューと呼ぶ。表示
されたＴＣＳメニューのうち所望する検査機能の名称を
操作者が指で触ると、その接触を電気的に検知して検査
機能の選択が実行される。また操作卓に備わるトラック
ボールを使用することにより、モニタに表示される計測
部位を見ながらトラックボールを転がしてその計測部位
の周囲をトレースするなどして各部位の計測を行ってい
た。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
技術においては以下のような解決すべき課題が存在して
いる。
【０００７】モニタを見ながらトラックボールを使用し
た方法では、トレースの際にぶれが起こるなどの弊害が
生じていた。
【０００８】また、計測結果を画面上に表示する際に、
計測部位が増えると画面上を計測結果が占有する形にな
るために、画像を隠してしまい診断の妨げになってい
た。
【０００９】更には、カルテに貼るために印刷した場合
等は画像が見えにくくなるなどの弊害が生じていた。
【００１０】本発明はこれらの課題に鑑み、計測部位の
計測を容易に行え、計測画面とモニタ画面とを切り替え
て表示することができ、診断に要する時間を少なくする
ことが可能な超音波画像診断装置を提供することを目的
とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に請求項１記載の本発明によれば、超音波を送受波して
医療情報を得るための複数の検査機能を備える超音波画
像診断装置において、表示された画像及び文字を選択す
ることで検査項目の入力が可能な入力手段と、医療情報
に含まれる超音波画像を前記入力手段に表示可能な画像
表示手段とを備えることを特徴とする超音波画像診断装
置をもって解決手段とする。
【００１２】また、請求項２に記載の本発明によれば、
超音波を送受波して医療情報を得るための複数の検査機
能を備える超音波画像診断装置において、表示された画
像及び文字を選択することで検査項目の入力が可能な入
力手段と、医療情報に含まれる検査結果の計測値を前記
入力手段に表示可能な計測値表示手段とを備えることを
特徴とする超音波画像診断装置をもって解決手段とす
る。
【００１３】更には、請求項３に記載の本発明によれ
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ば、前記計測値表示手段は、前記医療情報に含まれる超
音波画像を表示可能であることを特徴とする請求項２記
載の超音波画像診断装置をもって解決手段とする。
【００１４】また、請求項４に記載の本発明によれば、
前記計測値表示手段は、前記医療情報に含まれる超音波
画像を任意の倍率で表示可能な拡大表示手段と、前記拡
大された表示位置を変更可能な画像表示位置変更手段と
を備えることを特徴とする請求項２又は請求項３記載の
超音波画像診断装置をもって解決手段とする。
【００１５】
【発明の実施の形態】図１は、本発明の実施の形態によ
る超音波画像診断装置の構成を説明するための概略図を
示している。この超音波画像診断装置の構成は、超音波
を被検体である患者に送受波して音響情報を得る超音波
探触子１と、この超音波探触子１に駆動信号を与えるこ
とにより超音波を送信させ、また超音波エコーを受信し
てドプラ変移信号などの信号検出をも行う送受波回路２
と、設定された観察条件などに基づいて受信信号による
受信データにズームなどのハード処理をするＤＳＣ回路
３と、ＤＳＣ回路３と、ＴＣＳメニュー表示手段を備え
スイッチ操作により指令信号の入力が可能な操作卓９よ
り画像を収集する画像収集回路５と、画像収集回路５に
て収集された画像を記憶するための収集画像記録メモリ
６と、収集した画像を取り出して表示する記録画像表示
回路７と、ＤＳＣ回路３と記録画像表示回路７から出力
される画像信号を切り替えてモニタ８に出力するための
出力信号切り替え回路４と、記録画像表示回路７から出
力される画像信号を切り替え、ＴＣＳメニューと同様に
表示し、指令入力を操作卓９に送るＴＣＳ１０とからな
る。
【００１６】図２は、本発明の実施の形態による超音波
画像診断装置の処理手順を説明するための概略構成図を
示している。
【００１７】図２中の（Ａ）に示すのは、本発明の実施
の形態による超音波画像診断装置の診断開始時のＴＣＳ
の表示画面を示す図である。ＴＣＳ１１には、医療情報
を計測する際の指示入力を行う複数のコマンド表示１２
が表示されている。具体的にコマンド表示１２には、診
断部位や検査科目に応じて様々な検査や計測項目の名称
が表示されており、これらの名称のコマンド表示１２を
操作者の手指にて押すことにより、所望する機能が選択
可能となっている。なお、このコマンド表示１２の表示
内容は、予め超音波画像診断装置内に設定されている診
療科目ごとの標準的な組み合わせが原則的に表示される
が、操作者の検査や計測の手技・手法に応じて任意の組
み合わせで設定しておくこともできる。また患者のＩＤ
に応じて専用の検査計測メニューを表示することも可能
である。
【００１８】このＴＣＳ１１上には、モニタ８に映し出
される画像と同じものが表示される。例えば、モニタ８
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に計測部位が表示された場合には、ＴＣＳ１１上にも同
様に計測部位が表示される。ＴＣＳ１１上に映し出され
る超音波画像を参照しながら、例えば、タッチペン等の
入力手段を使用したり指でなぞることにより、モニタ８
に表示された超音波画像に対してトレースを行ったり計
測ポイントを表示するなどの指示入力を行う。
【００１９】図２中の（Ｂ）は、超音波画像診断装置の
計測時のＴＣＳの計測部位を表示画面に示す図である。
ＴＣＳ１１上には、視野１３と、計測マーカ１４と、計
測部位１５とが表示される。視野１３は、Ｂモードを使
用して被検体を映し出したものである。計測マーカ１４
は、予め指定された領域内にマーカ線を表示させる。具
体的には、予め指定された領域内にタッチペン等の入力
手段や指などで２点を決定すると、その２点間にマーカ
線が表示される。計測部位１５は、計測する際に使用さ
れる対象物のことである。具体的には、ＴＣＳ１１上に
視野１３により映し出された計測部位１５を表示し、そ
の表示された計測部位１５をタッチペン等の入力手段を
使用したり指などでなぞることにより、計測部位１５に
ついての大きさや面積などを求めることが可能になる。
【００２０】図２中の（Ｃ）は、超音波画像診断装置の
計測終了時のＴＣＳの表示画面を示す図である。ＴＣＳ
１１上には、医療情報の計測結果を表示する複数のコマ
ンド表示１６が表示されている。具体的にコマンド表示
１６には、診断部位や検査科目に応じて様々な検査や計
測項目の名称が表示されており、これらの名称に対応し
た計測値がコマンド表示１６内に表示される。
【００２１】計測時にＴＣＳ１１上に映し出されていた
モニタ８に表示された超音波画像を計測終了時に合わせ
てコマンド表示１６の画像に切り替える。
【００２２】また、一つの計測が完了するとＴＣＳ１１
上にＳＷ（Ｓｗｉｔｃｈ）が表示される。このＳＷを使
用することによりモニタ８に表示される超音波画像と、
コマンド表示１６の画像の切り替えを行う。
【００２３】図３は、本発明の実施の形態による超音波
画像診断装置の超音波画像の拡大表示を説明する概略構
成図を示している。
【００２４】ここで行う拡大表示は、超音波画像に表示
されている計測対象部位を表示する際にＴＣＳ１１の解
像度がモニタ８に比較して決して充分とはいえないた
め、満足のゆく計測部位の表示がされない場合がある。
この場合に、表示されている計測部位を拡大表示させる
ことにより相対的に表示分解能を向上させることができ
る。これによりモニタ８と同等の分解能でもってモニタ
８に表示されたのと同等の画像表示を実現できるように
したものである。
【００２５】なお、操作方法としては、操作卓に設けら
れたボタンなどを押すことにより通常の表示画面と拡大
された表示画面とを切り替えることにより行われる。
【００２６】ＴＣＳ１７は、モニタ８に表示される超音
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波画像を拡大表示したものである。視野１８は、Ｂモー
ドを使用して被検体を映し出したものである。計測部位
１９は、計測する際に使用される対象物のことである。
この場合も、ＴＣＳ１７上に映し出される計測部位１９
に対してマウスやトラックボールなどの入力手段や指で
なぞることにより計測位置の入力を行うことが可能であ
る。
【００２７】また、拡大表示するに伴い表示されない部
分を画面をスクロールさせることにより表示させること
も可能である。具体的には、マウスやトラックボールな
どの入力手段や指によってＴＣＳ１７上をなぞることに
より表示画面をスクロールさせる。
【００２８】以上説明した本発明の実施の形態によれ
ば、超音波画像診断装置のＴＣＳ１１上にモニタ８に表
示された超音波画像を表示させて、その表示された画像
をタッチペン等の入力手段や、指などでなぞることによ
り入力操作が可能になる。
【００２９】また、モニタ８に表示された超音波画像と
コマンド表示１６の画像の切り替えが可能であるため、
モニタ８に表示された超音波画像に入力操作を行った後
は、コマンド表示１６の画像に切り替えることにより、
計測結果のみを表示させることができる。
【００３０】更には、印刷をする際には、モニタ８に表
示される超音波画像と、コマンド表示１６の画像とのそ
れぞれの画像を印刷することができる。
【００３１】また、ＴＣＳ１７上にモニタ８に表示され
た超音波画像の表示倍率に対して、任意の倍率による拡
大表示をして画面を任意の方向へスクロールすることが
可能である。このために、ＴＣＳ１７上に表示される超
音波画像に表示されている計測部位１９の所定の位置を*
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*拡大表示することが可能であり、更に、ＴＣＳ１７上に
表示される計測部位１９の画像表示倍率を任意に変化さ
せて表示できる。その結果、計測部位１９の正確な計測
や表示が可能となる。
【００３２】なお、以上説明した実施の形態は、本発明
の理解を容易にするために記載されたものであって、本
発明を限定するために記載されたものではない。したが
って、上記の実施の形態に開示された各要素は、本発明
の技術的範囲に属する全ての設計変更や均等物をも含む
趣旨である。
【００３３】
【発明の効果】本発明によれば、計測部位の計測を容易
に行え、計測画面とモニタ画面とを切り替えて表示する
ことができ、診断に要する時間を少なくすることが可能
な超音波画像診断装置を提供することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態による超音波画像診断装置
の構成を説明するための概略図を示す。
【図２】本発明の実施の形態による超音波画像診断装置
の処理手順を説明するための概略図を示す。
【図３】本発明の実施の形態による超音波画像診断装置
の超音波画像の拡大表示を説明する概略図を示す。
【符号の説明】
１…超音波探触子、２…送受信回路、３…ＤＳＣ回路、
４…出力信号切り替え回路、５…画像収集回路、６…収
集画像記録メモリ、７…記録画像表示回路、８…モニ
タ、９…操作卓、１０…ＴＣＳ、１１…ＴＣＳ、１２…
コマンド表示、１３…視野、１４…計測マーカ、１５…
計測部位、１６…コマンド表示、１７…ＴＣＳ、１８…
視野、１９…計測部位
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